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眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
医
療
と
福
祉
の
統
合
過
程

順
天
堂
大
学
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
活
動
か
ら

〔
要
旨
〕
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
眼
科
医
療
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
、
先
駆
的
役
割

の
順
天
堂
大
学
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
活
動
を
歴
史
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
医
療
と
福
祉
が
統

合
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
視
力
回
復
の
見
込
み
の
な
い
患
者
が
、
失
明
告
知
か
ら

社
会
復
帰
に
至
る
ま
で
の
間
に
は
、
大
き
な
空
白
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題
解
決
の
た
め
に
、
順
天
堂
大
学
眼
科
で

は
、
一
九
六
四
年
眼
科
外
来
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
、
障
害
の
告
知
か
ら
心
理
相
談
指
導
、

生
活
相
談
、
進
路
指
導
、
院
内
で
の
生
活
訓
練
ま
で
、
視
力
回
復
の
見
込
み
の
な
い
患
者
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
活
動
の
中
心
的
な
怠
義
は
、
視
覚
障
害
肴
に
対
し
て
、
眼
科
医
療
の
分
野
に
雁
縦
と
桶
祉
を
結
び
つ
け
る
役

割
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
視
覚
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
視
覚
障
害
者
、
医
療
と
福
祉
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一
目
的

二
○
世
紀
後
半
に
は
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
予
防
、
治
療
法
の
確
立
し
た
眼
疾
患
の
失
明
者
が
減
少
し
た
が
、
遺
伝
性
疾
患
、
生
活
習
慣

病
（
糖
尿
病
）
な
ど
治
癒
困
難
な
疾
患
が
相
対
的
に
増
え
、
視
覚
障
害
者
の
中
で
そ
れ
ら
疾
患
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
こ
う
し
た
疾
患
に
よ
る
中
途
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
医
療
側
の
対
応
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
眼
科
医
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と

（
１
１
３
）

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
以
前
の
治
癒
を
期
待
で
き
な
い
中
途
視
覚
障
害
者
は
、
障
害
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
す

べ
て
を
個
人
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

本
研
究
の
動
機
と
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
患
者
を
救
済
す
る
た
め
に
、
順
天
堂
大
学
眼
科
で
は
、
一
九
六
四
年
眼
科
外
来
に
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
以
下
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
略
す
）
を
開
設
し
、
障
害
の
告
知
か
ら
心
理
相
談
・
指
導
、
生
活
相
談
、
進
路
指
導
、
院

内
で
の
生
活
訓
練
ま
で
、
視
力
回
復
の
見
込
み
の
な
い
患
者
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
こ
と
に
関
心
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
日
本
の
医
科
大
学
で
最
初
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
り
、
開
設
者
た
ち
は
日
本
の
モ
デ
ル
ヶ
ー
ス
と
な
る
べ
く
、
国
①
冨
豆
言
昌
○
ロ

ロ
目
、
要
綱
」
を
定
め
、
眼
科
雑
誌
に
掲
載
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を
開
始
し
た
か
ら
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
眼
科
医
療
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
、
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た
順
天
堂
大
学

眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
活
動
を
歴
史
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
医
療
と
福
祉
が
統
合
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

は
じ
め
に
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
吊
冨
豆
胃
鷺
ざ
ロ
）
と
い
う
言
葉
は
、
ラ
テ
ン
語
の
制
（
再
び
）
冨
巨
肘
（
ふ
さ
わ
し
い
）
と
い
う
語
源
か
ら
、
「
再

び
も
と
の
状
態
に
戻
る
こ
と
」
「
一
度
失
っ
た
地
位
な
ど
を
回
復
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

現
在
、
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
障
害
を
持
っ
た
人
の
社
会
復
帰
に
、
こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
一
七
年
、

第
一
次
世
界
大
戦
の
際
に
ア
メ
リ
カ
陸
軍
軍
医
総
監
部
の
下
に
、
目
ぐ
国
○
国
旦
帛
〕
ど
の
旨
巴
口
且
罰
①
冨
豆
岸
呂
（
）
国
（
身
体
再
建
お
よ
び
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
）
が
設
置
さ
れ
た
時
で
あ
る
。
こ
の
責
任
者
に
モ
ッ
ク
国
・
両
．
冒
○
の
ご
軍
医
大
佐
が
な
り
、
多
数
の
戦
傷
者
に
対
し

て
の
社
会
復
帰
を
目
指
し
機
能
訓
練
を
行
っ
た
。
医
学
世
界
で
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
た
ほ
と
ん
ど
最
初
で
あ
っ

（
４
）

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
日
中
坐

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
記
録
と
そ
れ
に
関
連
す
る
文
献
を
調
査
し
た
。
主
と
し
て
用
い
た
文
献
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
関
す
る
論
文
お
よ
び
報
告
書

（
「
眼
科
臨
床
医
報
』
「
臨
床
眼
科
」
「
日
本
眼
科
紀
要
」
な
ど
）
で
あ
り
、
開
設
当
時
の
視
覚
障
害
者
の
実
態
お
よ
び
厚
生
省
（
当
時
）
の
政
策
に
関

す
る
資
料
と
し
て
一
九
五
○
年
か
ら
一
九
七
○
年
ま
で
の
「
障
害
者
実
態
調
査
結
果
」
「
厚
生
白
書
」
を
用
い
た
。
同
時
に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

一
九
六
四
年
か
ら
現
在
ま
で
の
患
者
記
録
の
統
計
の
分
析
を
行
っ
た
。

本
論
文
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
か
ら
な
る
。
第
一
章
に
お
い
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
を
概
観
す
る
。
第
二
章
、
第
三
章
で
は
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
開
設
の
背
景
、
目
的
お
よ
び
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
展
開
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
四
章
で
は
、
戦
後
の
眼
科
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
医
療
と
福
祉
の
統
合
の
過
程
に
、
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
意
義
を
検
討
す
る
。
終
章
で
は
以

上
の
内
容
よ
り
、
総
括
的
に
考
察
し
て
結
論
を
述
べ
る
。

第
一
章
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
歴
史
的
経
過

二
方
法日

中
戦
争
の
戦
傷
者
に
対
し
て
一
九
三
八
年
に
「
傷
兵
保
護
院
」
が
設
置
さ
れ
、
一
九
三
九
年
に
「
軍
事
保
護
院
」
と
名
称
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が
変
わ
り
、
東
京
、
大
阪
、
小
倉
に
傷
庚
軍
人
職
業
補
導
所
が
つ
く
ら
れ
た
。
失
明
に
対
し
て
は
、
一
九
三
八
年
に
、
東
京
盲
学
校
内
に
社

会
復
帰
を
意
図
し
た
「
失
明
者
傷
瘻
軍
人
教
育
所
」
が
設
置
さ
れ
た
。

（
５
）

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
に
は
、
厚
生
省
の
大
村
潤
四
郎
ら
の
働
き
か
け
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま

た
、
一
九
四
七
年
の
児
童
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
施
行
は
、
戦
傷
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
身
体
障
害
者
に
対
す
る
法
的
援
護
を
初

め
て
確
立
し
た
。
一
九
六
○
年
後
半
頃
か
ら
戦
傷
者
が
減
少
す
る
と
、
そ
れ
に
代
わ
り
疾
病
や
外
傷
に
よ
る
後
遺
症
、
感
覚
障
害
と
呼
ば
れ

る
視
覚
・
聴
覚
等
の
障
害
者
や
精
神
障
害
者
、
難
治
性
疾
患
患
者
な
ど
に
ま
で
対
象
を
拡
大
し
た
。
ま
た
、
大
戦
後
の
一
九
四
六
年
制
定
さ

れ
た
日
本
国
憲
法
第
二
五
条
（
生
存
権
、
国
の
生
存
権
保
障
義
務
）
の
「
一
す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
の
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
」
「
二
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
に
よ
っ
て
人
権
意
識
が
高
揚
し
、
国
民
の
健
康
と
福
祉
に
対
し
て
国
家
が
責
任
あ
る
対
応
を
行
う
こ
と
へ
の
要
求
が
高
ま
っ
た
。

一
方
、
一
九
六
○
年
代
に
障
害
者
に
対
す
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
ご
ｇ
昌
昌
圃
胃
さ
ご
）
の
思
想
が
展
開
し
、
一
九
七
○
年
代
の
自
立

生
活
運
動
言
月
月
且
自
匡
目
眉
）
の
展
開
、
一
九
八
一
年
の
国
際
障
害
者
年
を
経
て
、
障
害
者
の
人
権
や
自
己
決
定
権
等
の
問
題
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
き
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
に
お
い
て
も
身
体
面
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
心
理
社
会
的
観

点
か
ら
心
の
ケ
ア
の
重
要
性
を
考
盧
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
標
も
ま
た
、
一
九
八
○
年
代
か
ら
シ
ロ
臼
Ｐ
３
ぐ
ご
ａ
ロ
臼
ご
冒
急
侭
（
日
常
生
活
動
作
）
の
改
善
か
ら

（
６
）
（
７
）

Ｃ
○
房
Ｃ
巨
昌
ご
ｇ
巨
吋
（
生
命
、
生
活
の
質
）
の
向
上
へ
と
変
化
し
て
き
た
。

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
認
識
も
、
以
下
の
よ
う
に
変
化
し
た
。
こ
れ
ま
で
①
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
②
社
会
的
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
③
教
育
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
④
職
業
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
四
つ
の
領
域
に
分
け
て
き
た
。
こ
う
し
た
細

分
化
を
統
合
さ
れ
た
も
の
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の
認
識
が
し
だ
い
に
発
展
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
「
全
人
間
的
復
権
」
と
い

う
、
障
害
者
の
個
別
的
な
生
活
、
そ
の
人
の
人
生
と
し
て
の
ト
ー
タ
ル
な
生
き
方
に
焦
点
を
あ
て
る
傾
向
に
な
っ
て
き
た
。
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視
覚
障
害
に
は
、
盲
（
言
目
吊
朗
）
と
低
視
力
言
乏
昌
里
○
口
）
が
あ
る
。
冒
－
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
、
低
視
力
と
い
う
状
態
を

表
す
言
葉
で
あ
る
が
、
一
九
九
○
年
代
よ
り
日
本
で
は
、
視
覚
の
障
害
に
関
し
て
「
ロ
ー
ピ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
場
合
、
冒
言
ａ
四
○
口
の
用
語
の
意
味
は
、
冒
言
ぐ
回
○
国
吊
冨
豆
胃
目
○
国
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
宮
君
急
四
目
と

い
う
用
語
が
使
わ
れ
る
以
前
（
一
九
八
○
年
以
前
）
は
、
残
存
視
機
能
訓
練
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ー
ピ
ジ
ョ
ン
の
定
義
と
し
て
は
、
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
一
九
九
七
年
に
「
良
い
方
の
眼
が
矯
正
で
○
・
三
未
満
○
・
○
五
以

（
川
）

上
の
視
力
に
相
当
す
る
」
と
定
め
た
が
、
国
内
外
の
文
献
に
お
い
て
、
そ
の
定
義
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
。

眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
は
、
あ
る
程
度
の
視
力
を
残
存
し
て
い
る
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が
中
心
で
あ
る
。
低
視
力
児
へ
の
対
応
と

い
う
課
題
に
対
し
て
、
大
阪
医
科
大
学
眼
科
の
湖
崎
克
は
、
一
九
六
一
年
大
阪
府
下
全
小
中
学
学
校
を
対
象
に
し
た
弱
視
検
診
を
実
施
す
る

（
Ⅲ
Ｉ
脳
）

な
ど
、
弱
視
教
育
、
弱
視
訓
練
へ
の
眼
科
医
の
対
応
に
関
す
る
報
告
が
一
九
五
○
年
代
か
ら
一
九
六
○
年
代
に
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
六
五
年
「
厚
生
の
指
標
』
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
特
集
号
に
お
い
て
、
国
立
小
児
病
院
眼
医
長
の
植
村
恭
夫
、
厚
生
省
医
務

（
皿
Ｉ
略
）

局
国
立
病
院
課
の
三
田
澄
夫
が
と
も
に
弱
視
へ
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
、
治
療
法
の
確
立
し
て
い
な
い
疾
患
で
、
機
能

回
復
の
見
込
み
の
な
い
中
途
視
覚
障
害
者
へ
の
医
療
側
の
対
応
は
、
ク
リ
’
一
ツ
ク
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
８
）
（
９
）

等
の
調
査
を
実
施
し
た
。

’
一
九
六
四
年
以
前
の
眼
科
医
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
か
か
わ
り

視
覚
障
害
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
四
九
年
に
制
定
さ
れ
た
身
体
障
害
者
福
祉
法
を
契
機
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で
あ
る
二
九

五
四
年
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
改
正
に
と
も
な
い
、
「
視
力
障
害
」
が
「
視
覚
障
害
」
に
改
正
さ
れ
た
）
。
そ
れ
以
前
は
、
両
眼
一
ｍ
指
数
以
下
を
盲
、

二
ｍ
指
数
未
満
を
準
盲
と
し
、
こ
の
基
準
で
、
内
務
省
は
一
九
二
五
年
、
一
九
三
一
年
、
一
九
三
七
年
の
三
回
に
わ
た
り
全
国
の
失
明
原
因

第
二
章
順
天
堂
大
学
に
お
け
る
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
設
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表1盲学校の視覚障害原因の推移

1925119521195411959 1964 1970 197511980119851199011995

伝染性疾患

外傷

中毒

腫瘍

全身病

先天素因

原因不明

無記入

５
５
６
３

３
１
５
５
５
３

８
４
０
０
３
２
１

１

１
５
１

１
１
２
３
４
６
３

６
４
０
０
８
６
４

１

５
１

５
８
２
３
１
６
５

２
３
０
０
９
１
２

１

７

６
６
２
４
６
５

９
７
２
６
６
１
６

９
３
０
０
６
９
９
５
１

７
２
６
８
４
９
４

３
２
１
１
４
０
６
８

２

７
１
４
６
５
５
１

１
３
５
２
４
６
６
７

７
９
７
８
３
９
６
２

１
２
０
３
４
６
８
１

１

６

２
３
７
５
４
５
８
５

１
３
３
５
４
０
０
０

１

６
１

９
３
５
６
８
７
２

１
３
２
６
５
１
８

１

６

４
６
４
５
３
９

２
２
５
９
２
２
５

２
３
２
６
７
６
１

１

５
１

９
４
７
７

０
６
９
３

１
２
１

二
一
九
六
四
年
開
設
の
背
景

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
開
設
の
背
景
に
は
、
次
の

よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
。

①
失
明
原
因
の
変
遷
と
眼
疾
患
の
疾
病
構
造
の
変
化

失
明
者
の
失
明
予
防
の
対
策
を
た
て
る
た
め
に
、
日
本
眼
衛
生
協
会
は
、
一
九
五
二
年
よ
り
全

国
盲
学
校
生
徒
を
対
象
に
失
明
原
因
の
調
査
を
行
っ
た
。
一
九
五
九
年
と
一
九
六
四
年
の
調
査
で

（
Ⅳ
）

は
、
順
天
堂
大
学
眼
科
教
室
が
共
同
で
実
施
し
た
。
盲
学
校
の
視
覚
障
害
原
因
の
推
移
（
表
一
）

に
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
二
五
年
の
最
大
の
失
明
原
因
は
、
感
染
症
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
予
防
、

治
療
法
が
確
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
六
四
年
は
感
染
症
に
よ
る
眼
疾
患
が
減
少
し
、
結
果
未

熟
児
網
膜
症
、
先
天
性
素
因
や
原
因
不
明
の
眼
疾
が
相
対
的
に
増
加
し
て
き
た
時
期
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
眼
疾
の
特
徴
は
、
失
明
に
い
た
る
重
篤
な
視
覚
障
害
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
患

者
数
が
外
来
に
お
い
て
相
対
的
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
視
覚
障
害
者
へ
の
失
明
の
告
知
な
ど

特
別
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

②
視
力
回
復
の
見
込
み
の
な
い
者
へ
の
医
療
関
係
者
の
無
関
心
さ
に
対
す
る
危
機
感

一
九
六
四
年
、
順
天
堂
大
学
眼
科
の
紺
山
和
一
は
、
眼
科
医
療
側
の
責
任
者
で
あ
っ
た
国
立
東

京
視
力
障
害
者
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
入
所
中
の
視
覚
障
害
者
一
九
一
名
を
対
象
に
施
設
の
入
所

（
肥
）

に
至
る
経
緯
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
を
表
に
示
し
た
（
表
一
、
表
三
、
表
四
）
。

こ
の
所
見
か
ら
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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表2表3

’ 診療施設を廻った数回復しないと解ってから入所までの年数

人数施設数 ％年数 ｜人数 ％

８
１
４
０
７
９
９
６
１
６
５
５

６
１
０
２
４
９
７
２
１
１
０
０

１
１
２
１
１

２
２
９
３
８
９
５
５
２
４
１
１

３
２
３
２
２
１
１

８
４
５
８
９
２
７
７

８
０
１
６
９
４
４
３

２
２
１
１

５
９
２
２
９
８
９
７

５
３
２
３
１０

５
５

１
２
３
５
１
１
１
来

く
卜
歩
罪
罪
ト
ン
生

１

計 1001Q1
LJユ

表4

東京視力障害者センターを知った経過 100.0%計 191

｜
％人数

４
３
１
３
８
９
２
９
１
５

９
７
２
９
５
８
７
８
１
０

２
２

眼科医

病院

一般医師

友人・知人

家族

新聞・ラジオ・テレビ

福祉事務所

その他社会事業施設

治療院

その他

・
セ
ン
タ
ー
に
入
所
す
る
ま
で
に
、
医
療
機
関
を
転
々
と
し
て
い
る
。

（
五
カ
所
以
上
が
四
十
％
、
平
均
し
て
三
～
四
カ
所
を
訪
れ
て
い
る
）

（
表
二
）

・
患
者
が
回
復
の
見
込
み
が
な
い
と
自
覚
し
て
か
ら
更
正
施
設
へ
の
入

所
ま
で
の
期
間
が
長
期
で
あ
っ
た
。
（
平
均
は
約
三
年
半
か
か
っ
て
い

る
）
（
表
三
）

・
眼
科
医
を
含
め
た
診
療
施
設
か
ら
更
生
施
設
へ
の
紹
介
が
一
九
一
名

中
わ
ず
か
三
五
名
（
一
八
・
四
％
）
で
あ
る
。
（
表
四
）

８
４
３
６
１
７
２
７
２
１

１
１

５
１
１
５
１

｜
Ⅷ三4合

口I 191

は
、
眼
科
医
は
だ
れ
よ

り
も
患
者
の
状
態
を
知

っ
て
お
り
、
そ
れ
が
回

復
可
能
で
あ
る
の
か
、

予
後
が
ど
う
な
る
の

か
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
必
要
性
を
最
も

早
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

眼
科
医
に
よ
っ
て
予
後

以
上
の
調
査
結
果



高林雅子：眼科リハビリテーションにおける医療と福祉の統合過程 588

視
力
回
復
の
見
込
み
の
な
い
も
の
、
な
い
し
視
力
減
退
の
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
、

な
診
療
体
系
に
負
担
を
重
く
す
る
事
に
な
る
。
患
者
は
徒
ら
に
更
生
の
機
会
を
失
し
て
経
済
的
に
同
時
に
歳
月
を
空
費
す
る
こ
と
に
な
る
。

真
の
医
療
に
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
巨
額
の
金
が
こ
れ
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
更
生
指
導
担
当
者
側
か
ら
み
る
時
、
失
明
の

恐
怖
を
抱
き
長
期
間
不
安
的
な
精
神
生
活
を
送
る
事
は
、
患
者
に
と
っ
て
大
き
な
性
格
上
ひ
ず
み
を
も
た
ら
し
、
更
生
意
欲
を
阻
害
す
る
も

の
障
害
を
自
覚
さ
せ
、

は
一
五
年
に
も
及
び
、
平
均
し
て
三
～
四
年
の
間
は
多
数
の
眼
科
診
療
所
を
遍
歴
な
い
し
は
そ
の
他
の
治
療
を
行
い
、
全
く
視
力
回
復
の
希

望
な
き
を
自
ら
悟
っ
た
後
に
最
後
の
頼
み
と
し
て
訪
れ
る
も
の
が
大
多
数
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。

て
い
↓
勺
。

や
現
状
を
正
確
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
患
者
は
少
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
眼
科
医
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
関
係
者
た
ち
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
お
よ
び
回
復
の
見
込
み
が
な
い
者
へ
無
関
心
で
あ
り
、
こ
れ
に
、
診
療
部
門
と
更
正
部
門
の
連
携
の
不
徹
底
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
順
天
堂
大
学
で
も
こ
れ
に
対
す
る
危
機
感
を
抱
い
た
。

（
一
）診

療
担
当
者
側
に
お
い
７

「
視
覚
障
害
者
の
更
生
施
設
に

三
開
設
の
目
的
と
対
象

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
眼
科
教
授
中
島
章
の
も
と
、
紺
山
和
一
（
当
時
医
局
長
）
が
主
体
と
な
っ
て
開
設
さ
れ
た
。

と
に
Ｌ
卜
必
Ｈ
Ｈ

一
九
六
五
年
『
臨
床
眼
科
』
に
紺
山
た
ち
が
掲
載
し
た

（
四
）

目
拘

適
切
な
指
導
の
加
わ
ら
な
い
失
明
歴
の
長
い

絶
望
感
を
救
い

』
は
視
力
回
復
の
見
込
み
の
な
い
症
例
に
無

入
所
を
希
望
し
て
来
る
者
を
み
れ
ば

、

更
生

意
欲
を
喚
起
さ
せ

こ
と
は
更
生
訓
練
に
も
大
き
な
支
障
を
来
す
も
の
で
あ
る
。

弓
①
冨
冨
犀
昌
○
三
Ｑ
目
。
要
綱
」
に
掲
げ
た
目
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
し

家
族 視

意
味
に
近
い
治
療
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

力
の
障
害
を
受
け
て
か
』

に
対
し
て
は
そ
の
取
り
眼
科
的
医
療
に
併
行
に
本
人
に
対
し
て
は
自
己

扱 っ
短

い
方
法
を
指

１
１
’
１

』

も
の
は
半
年
、
長
い
も
の
に
至
っ
て

導
す
る
等
の
早
期
更
生
指

こ
の
意
味
に
お
い
て

に
な
り
多
忙
複
雑
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祉
を
極
度
に
増
進
さ
せ
る
事
で
あ
り
、

導
を
開
始
す
る
こ

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
開
設
に
至
っ
た
動
機
は
、
視
力
回
復
の
見
込
み
の
な
い
患
者
に
対
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
社
会
生
活
へ
の
復
帰

の
手
段
を
得
る
こ
と
が
、
本
人
の
将
来
の
た
め
に
も
、
医
療
側
の
損
失
を
押
さ
え
る
た
め
に
も
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
医
療
と
福

祉
が
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
四
七
年
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
施
行
に
よ
り
、
失
明
者
更
生
施
設
が
設
置
さ
れ
、
中
途
失
明
者
の
社
会
復
帰
の
道
が
開

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
治
療
効
果
が
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
患
者
へ
ど
の
よ
う
に
失
明
（
障
害
）
の
告
知
を
行
う
か
、
と
い

（
鋤
）

う
問
題
は
、
眼
科
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
筈
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
、
患
者
が
今
後
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
の
か
、
そ
の
方
針
決

（
幻
）

定
に
関
し
て
、
眼
科
医
は
社
会
的
責
任
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
高
度
な
視
覚
障
害
者
の
場
合
、
視
力
回
復
の
見
込
み
の
な
い
患
者
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
眼
科
医
か
ら
、
患
者
や
そ
の

家
族
に
失
明
（
障
害
）
の
告
知
を
告
げ
ら
れ
ず
、
患
者
は
自
分
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
知
ら
せ
ら
れ
な
い
ま
ま
更
生
の
時
期
を
失
っ
て
し
ま

家
族
に
失
明
（
障
害
）

う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
紺
山
た
ち
は
、
眼
科
外
来
に
お
い
て
早
期
に
更
正
の
機
会
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
ク

（
配
）

リ
ニ
ッ
ク
の
基
本
理
念
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

①
医
療
の
根
本
思
想
は
各
人
の
家
庭
人
、
社
会
人
と
し
て
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

②
治
る
病
気
ｌ
治
ら
ぬ
病
気
の
差
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
。

③
治
ら
ぬ
病
気
Ｉ
（
失
明
に
対
し
）
ｌ
視
覚
に
代
る
機
能
を
得
て
一
日
も
早
く
社
会
福
祉
お
よ
び
復
帰
の
出
発
を
与
え
る
判
断
と
義
務
が

以
上
の
基
本
理
念
に
立
ち
、
主
た
る
目
的
を
次
の
よ
う
に
立
て
た
。

眼
科
医
に
あ
る
。

と
が
望
ま
し
い
。

か
よ
う
に
眼
科

本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
（
傍
線
は
、
筆
者
に
よ
る
）

医
膿
」
更
生
施
弐し
ア
ミ
、
瓦

設
が
密
接
に
結
び
つ
き
、

早
期
更
生
指
導
を

行
う
事
は
視
覚
障
害
者
の
福
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（
酌
）

以
上
の
目
的
か
ら
、
そ
の
対
象
は
順
天
堂
大
学
眼
科
の
外
来
患
者
を
中
心
と
し
て
、
大
き
く
次
の
三
群
に
分
け
た
。

第
一
群
医
療
を
継
続
し
な
が
ら
生
活
指
導
を
加
え
て
い
く
も
の

第
二
群
医
療
は
定
期
的
検
査
の
程
度
に
と
ど
め
、
更
正
指
導
を
行
う
（
更
生
意
欲
の
喚
起
を
早
急
に
促
す
）

第
三
群
更
生
養
護
施
設
に
直
ち
に
入
所
せ
し
め
る

こ
の
中
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
特
に
重
点
を
お
い
た
の
は
、
社
会
復
帰
の
時
期
を
失
わ
せ
な
い
た
め
に
、
失
明
告
知
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
心

理
的
立
ち
直
り
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
患
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
症
例
は
、
視
力
障
害
が
高
度
で
あ
り
、
も
は
や
回
復
の
見
込
み
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
治
療
に
の
み
希
望
を
託
し
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
。

か
か
わ
ら
ず
、
未

（
三
）
相
談
内
容

＝

（
別
）

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
い
て
、
開
設
当
初
か
か
げ
ら
れ
た
相
談
内
容
は
、
次
の
も
の
で
あ
っ
た
。

①
視
力
回
復
の
見
込
み
の
な
い
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
と
と
も
に
、
絶
望
感
を
救
う
た
め
の
相
談
業
務

②
眼
科
治
療
の
中
に
心
理
的
更
正
の
指
導
を
組
み
入
れ
さ
せ
る

③
自
己
の
障
害
を
受
け
入
れ
る
方
法
指
導

④
疾
病
及
び
視
機
能
の
程
度
に
応
じ
た
生
活
指
導

⑤
家
族
に
対
し
障
害
者
の
取
り
扱
い
方
の
指
導

ﾐ二－

①
本
人
に
対
し
て
自
己
の
障
害
を
自
覚
し
事
実
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
。
（
絶
望
感
を
救
う
）

②
家
族
に
対
す
る
患
者
へ
の
対
応
の
指
導

③
眼
科
医
療
と
更
生
訓
練
施
設
と
の
空
白
を
埋
め
る

九
六
四
年
二
月
に
、
以
上
の
基
本
理
念
と
目
的
に
沿
っ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
、
眼
科
の
特
殊
外
来
の
一
つ
と
し
て
開
設
し
た
。

対
象
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（
四
）
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
構
成

（
妬
）

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
当
初
、
実
験
的
に
実
施
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
か
ら
な
り
、
チ
ー
ム
医
療
が
行
わ
れ
た
。

①
眼
科
医
（
一
名
）
診
療
担
当
医
か
ら
の
依
頼
の
も
と
に
検
査
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
に
対
す
る
眼
科
的
意
見
を
決
定
す
る
。

担
当
医
と
と
も
に
今
後
の
治
療
の
必
要
性
の
有
無
お
よ
び
告
知
を
行
う
。

②
眼
科
技
術
員
三
名
）
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
、
眼
科
医
サ
イ
ド
で
協
力
す
る

③
更
生
相
談
員
（
二
名
）
視
覚
障
害
の
認
知
、
心
理
的
な
切
り
か
え
、
更
生
意
欲
を
高
め
る

第
三
章
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
一
九
六
四
年
か
ら
現
在
ま
で
の
経
緯
と
展
開

｜
ク
リ
ー
ー
ッ
ク
の
一
九
六
四
年
か
ら
現
在
ま
で
の
経
緯
と
展
開

一
九
六
四
年
、
上
述
し
た
よ
う
な
目
的
で
開
設
さ
れ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
以
来
、
現
在
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
、
そ
の
時
代
の
福
祉
の
状
況
の
関
連
の
も
と
に
次
の
三
期
に
分
け
る
。

①
一
九
六
四
年
開
設
時
か
ら
一
九
六
七
年
東
京
都
心
身
障
害
者
セ
ン
タ
ー
に
視
覚
障
害
部
門
が
開
設
さ
れ
、
職
業
前
訓
練
（
生
活
基
礎

⑥
生
活
環
境
の
調
整

⑦
障
害
者
の
情
報
提

⑧
更
正
方
法
の
指
導

⑩
更
正
用
具
の
取

⑪
更
正
予
備
訓
練

⑨
職
能
適
正
の
総
合
判
断

⑩
更
正
用
具
の
取
り
扱
い
の
指
導

⑫
障
害
者
の
措
置
決
定

障
害
者
の
情
報
提
供
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図11964年から2000年までの相談件数の推移

訓
練
）
が
そ
ち
ら
に
移
管
す
る
ま
で
の
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
六
六
年
を

初
期
。

②
本
格
的
な
視
覚
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
導
入
さ
れ
る
一
九
九
○

年
代
以
前
の
一
九
六
七
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
を
移
行
期
。

③
眼
科
領
域
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

一
九
九
○
年
か
ら
現
在
ま
で
を
後
期
と
し
た
。

図
一
に
、
一
九
六
四
年
か
ら
二
○
○
○
年
ま
で
の
相
談
件
数
お
よ
び
年
齢
、
相

談
指
導
内
容
の
年
次
統
計
を
示
し
た
。
（
参
考
資
料
一
、
三
（
こ
の
患
者
統
計
は
、

一
九
六
四
年
か
ら
二
○
○
○
年
ま
で
の
患
者
記
録
か
ら
年
次
ご
と
に
分
類
し
筆
者
が
ま

と
め
た
。
）

二
）
初
期
の
活
動
（
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
六
六
年
）

（
１
）
患
者
統
計
に
み
る
相
談
内
容

最
初
に
対
象
患
者
は
、
医
師
の
紺
山
に
よ
る
視
機
能
の
障
害
の
判
断
お
よ
び
将

来
の
眼
科
的
管
理
、
予
後
に
関
し
て
の
判
断
が
下
さ
れ
た
後
、
診
療
継
続
の
必
要

な
者
、
心
理
的
指
導
が
必
要
な
者
な
ど
に
分
類
さ
れ
た
。
次
い
で
、
患
者
の
主
訴

に
よ
り
医
師
、
相
談
員
に
よ
る
本
人
、
家
族
へ
の
医
療
指
導
お
よ
び
相
談
指
導
を

行
い
、
各
症
例
に
よ
っ
て
具
体
的
な
生
活
指
導
お
よ
び
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
相
談

員
に
よ
る
相
談
指
導
は
、
当
時
東
京
視
力
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
相
談
課
長
で
あ
っ

た
松
井
新
二
郎
が
担
当
し
た
。

蕊謙
§醗酌

:癖鶴
鵜蕊懲§蕊溌

抑揚琴

鮭

古吟室一一審等蜂一一一露
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屯
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参考資料11964年～2000年までの主訴の推移

主訴 年度
1964 1972 19731967 1968 1970 197119691965 1966

施設紹介

職業(現職継続）

（転職相談）

（職能相談）

生活相談

遺伝相談

教育相談

弱視学級･盲学校

鴫
－
４
’
３
’
２
｜
略

羽
－
７
｜
昭
一
１
｜
鋤

塊
１
’
４
’
１
’
四

昭
一
岨
－
５
’
２
｜
Ⅱ

11 Ｍ
｜
略
－
７
’
’
０
｜
配
－
３
｜
Ⅳ

媚
－
７
’
７
’
１
｜
別

蛆
－
６
｜
⑬
－
４
｜
朔

羽
－
７
’
７
’
３
’
昭

鋤
－
９
’
３
’
２
｜
別

５
’
１
｜
皿
－
１
｜
昭
一
４

13恥
－
１

訂
－
２

認
－
１

旧
－
２

Ｍ
ｌ
４
ｌ
１

”
’
３

５
’
２

その他

主訴 年度
1974 19831979 1981 198219801975 1976 1977 1978

施設紹介

職業(現職継続）

（転職相談）

（職能相談）

生活相談

遺伝相談

教育相談

弱視学級･盲学校

６
ｌ
ｕ
－
１
ｌ
４
ｌ
刎
一
９
’
８
’
２

６
８
２
１
５
２
３

、
｜
蝿

昭
一
過
－
２
’
１
｜
配

８
ｌ
９
ｌ
７
ｌ
２
ｌ
羽
－
６
’
８
’
５

昭
一
皿
－
３
’
３
｜
訓
一
Ⅲ
’
９
’
４

５
ｌ
ｕ
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
Ⅲ
’
４
｜
加
一
２

９
｜
Ｍ
’
３

Ⅱ
｜
皿
－
４

６
ｌ
Ｅ
－
６
ｌ
２
ｌ
師
一
岨
一
四
一
４

３
’
４
｜
詔
－
６
’
７
’
４

Ｗ
’
２
｜
略
－
４

虹
－
２
｜
哩
一
３

Ｍ
’
５

その他

主訴 年度
1984 1992 19931987 1988 1989 199119801985 1986

施設紹介

職業(現職継続）

（転職相談）

（職能相談）

生活相談

遺伝相談

教育相談

弱視学級･盲学校

０
３
ｍ

Ｏ
３
１

２
５
９

５
ｌ
ｍ
－
１
ｌ
１
ｌ
Ⅱ
’
６
｜
、

Ｂ
｜
弱
－
２
’
２
｜
Ⅳ
９
｜
吃
－
３

３
｜
皿
－
４
’
４
｜
昭
一
６
’
８
－
１

３
ｌ
ｍ
－
２
ｌ
５
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
４
ｌ
１

２
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
２
ｌ
６
ｌ
３
ｌ
ｎ

８
｜
皿
－
３
’
２
｜
帥
－
８
’
８

８
｜
皿
－
３
’
１
｜
弱
一
ｍ
－
５
’
１

2 ５
’
１

２

その他

年度
1994

主訴
1998 19991995 1QQ7

Lv屯ノ』 2()0()1996

施設紹介

職業(現職継続）

（転職相談）

（職能相談）

生活相談

遺伝相談

教育相談

弱視学級･盲学校

２
’
１

l1]１
’
２３

ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２

３1

161311 3

１
１１３

２
１

1

その他
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参考資料21964年～2000年までの年齢の推移

594

年度
1964

新患ケース年齢
1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973

O～9歳

10代

20代

30代

40代

50代

60代以上

不明

１
７
６
７
７
７
７

１
１
１

７
５
６
６
２
５
７

１
１
３
１
１

６
５
５
５
１
１
０

１
１
４
２
１
１
１

９
９
７
６
１
１
４

２
２
１
１
１

０
６
７
４
７
７
３
１

２
１
１
１

５
０
５
６
７
３
５

１
１
１
１

３
５
６
８
４
６
５

１
１

２
６
４
７
５
３
６

１
１

５
３
２
１
８
４
０

１
１

６
１
１
７
３
７
５

１
２
１

計 72110811331107185171157153147170

年度
1974

新患ケース年齢
1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983

0～9歳

10代

20代

30代

40代

50代

60代以上

不明

５
１
０
２
６
３
１

１
１
１
１

７
１
０
１
６
６
３

１
２
１

８
７
５
７
７
２
４

１

０
０
６
４
８
８
９

１
１
１
１

３
２
６
１
９
９
５

１
１
２
１
１

０
８
９
３
０
４
２

１
１
１
１
１

６
６
２
９
１
６
８

２
１

７
４
８
８
８
０
２

１
１
１
１

９
４
２
８
６
９
４

１
１

１
６
２
８
３
５
２

計 58164150175195176168
房甸

イノ 60127

年度
1984

新患ケース年齢
1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993

0～9歳

10代

20代

30代

40代

50代

60代以上

不明

３
６
６
９
４
８
９

１

１
１
１

２
１
２
１
９
６
８

１
１
２
１
１

６
８
４
８
５
４
３

１
１
１
１
１

２
６
４
２
６
４
０

１
１
１

２
６
７
７
０
３
５

１

４
７
５
５
６
３
４

１
９
７
９
３
３
４

１

１
１３３

３
３
２
１
３

］

2 １
１
２
４１

１
１

計 7618918815414013414411816119

年度
1994

新患ケース年齢
1995 1996 1997 1998 1999 2000

O～9歳

10代

20代

30代

40代

50代

60代以上

不明

１
１
２

]

1２
１
１
３
２
３

１
２
１

１
１
１

３

２

２
２

２

１
３ 1

２

三」
可 8112 ７ 3

r~）

、 4 16



日本医史学雑誌第49巻第4号(2003)595

鼬
〆
（
ワ
ム
｝
一
毛

〆
、

①
法
律

（
妬
）

相
談
指
導
内
容
は
、
更
生
施
設
へ
の
紹
介
が
多
い
。
当
時
、
視
覚
障
害
者
の
職
業
の
選
択
肢
は
狭
く
、
更
生
施
設
で
の
職
業
訓
練
も
、
は

り
・
灸
・
あ
ん
ま
の
訓
練
課
程
の
み
で
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
職
業
が
可
能
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
選
択
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
状
況

で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
現
職
継
続
へ
の
相
談
指
導
が
少
な
い
こ
と
は
、
職
場
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
の
受
け
入
れ
が
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
に
必
要
な
技
術
開
発
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

当
時
、
盲
幼
児
に
対
す
る
福
祉
対
策
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
幼
児
の
教
育
相
談
も
目
立
っ
た
。
ま
た
、
職
業
訓
練
を

受
け
な
い
家
庭
の
主
婦
が
、
生
活
上
の
訓
練
を
受
け
る
機
会
も
施
設
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
生
活
相

談
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
お
よ
び
高
齢
者
に
限
ら
れ
、
点
字
指
導
、
歩
行
訓
練
な
ど
が
外
来
の
中
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
盲
学
校
や
職

業
安
定
所
、
更
生
施
設
等
の
見
学
も
行
っ
た
。

当
時
は
、
将
来
の
職
業
訓
練
を
選
択
す
る
指
導
内
容
が
多
か
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
相
談
も
あ
っ
た
。

ケ
ー
ス
一
は
、
「
更
生
施
設
に
入
所
す
る
と
、
妹
の
縁
談
に
差
し
さ
わ
り
が
で
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
家
族
の
中
に
あ
る
。
ど
う
し

た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
」
視
覚
障
害
に
対
す
る
偏
見
の
た
め
に
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に
蹟
路
し
て
い
る
相
談
で
あ
る
。

ケ
ー
ス
ニ
は
、
「
子
ど
も
（
小
学
校
三
年
）
が
視
力
が
悪
く
白
内
障
と
思
わ
れ
る
の
で
、
順
天
堂
で
の
診
察
を
受
け
た
い
。
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
の
で
医
療
券
に
よ
る
受
療
を
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
福
祉
事
務
所
で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
他
の
病
院
を
紹
介
し
て
く
れ
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
」
生
活
保
護
者
の
医
療
の
制
限
に
対
す
る
不
満
で
あ
る
。

そ
の
他
に
、
当
時
、
紺
山
と
と
も
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
に
関
わ
り
、
現
在
ま
で
担
当
し
て
い
る
赤
松
恒
彦
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
関
わ
っ
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て
「
当
時
三
歳
の
未
熟
児
網
膜
症
で
の
失
明
幼
児
が
、
母
親
に
抱
か
れ
て
ば
か
り
い
て
歩
け
な
い
の
を
何
と
か
し
て
欲
し

い
と
の
患
者
の
母
親
の
要
求
に
答
え
る
と
い
う
形
で
、
幼
少
児
の
療
育
相
談
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
」
と
語
っ
て
い
る
。

（
２
）
一
九
六
○
年
代
の
福
祉
の
状
況
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③
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

厚
生
省
で
は
、
一
九
六
三
年
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
需
要
調
査
を
初
め
て
行
っ
て
お
り
、
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
度
版
）
厚
生
白
書

導
を
行
っ
た
。

②
施
設

し
か
し
、
上
記
の
更
生
施
設
以
外
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
施
設
（
当
時
、
残
存
視
機
能
訓
練
施
設
）
は
、
当
時
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。

順
天
堂
大
学
で
は
眼
科
外
来
の
中
で
、
点
字
訓
練
か
ら
歩
行
訓
練
の
手
ほ
ど
き
等
、
実
際
の
訓
練
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
週
二
度
来
院
し
て
指

一
九
五
一
年
に
神

障
害
者
セ
ン
タ
ー
」

失
明
者
更
生
施
設
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
三
十
条
に
お
い
て
「
失
明
者
を
収
容
し
、
ま
た
は
通
所
さ
せ
て
、
そ
の
更
生
に
必
要
な
知

識
技
能
及
び
訓
練
を
与
え
る
施
設
と
す
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
八
年
国
立
光
明
寮
設
置
法
が
施
行
さ
れ
、
同
年
東
京
、
塩
原
に

一
九
五
一
年
に
神
戸
、
一
九
六
四
年
に
函
館
に
そ
れ
ぞ
れ
光
明
寮
が
開
設
さ
れ
た
（
一
九
六
四
年
国
の
失
明
者
更
生
施
設
は
す
べ
て
「
国
立
視
力

（
”
）

順
天
堂
大
学
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
た
一
九
六
四
年
は
、
第
一
次
高
度
成
長
期
（
一
九
五
五
年
か
ら
六
五
年
）
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
、
一
九
六
○
年
代
前
半
に
は
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
法
律
と
し
て
一
九
六
○
年
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
、
一
九
六
三
年
老
人
福
祉

法
、
一
九
六
四
年
母
子
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
社
会
保
障
に
関
し
て
は
、
一
九
六
一
年
国
民
皆
（
医
療
）
保
険
体
制
を
実
現
し
、
身
体

障
害
者
に
対
し
て
も
一
九
六
○
年
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
視
覚
障
害
者
に
対
し
て
は
法
律
の
規
定
に
よ
り
次
の
よ
う
な
援
護
の
た
め
の
主
要
な
施
策
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。

当
時
、
視
覚

・
更
正
相
談

・
失
明
者
更
正
施
設
な
ど
の
利
用
に
よ
る
更
生
訓
練
お
よ
び
職
業
訓
練

・
更
正
医
療
に
よ
る
障
害
の
軽
減
善
や
障
害
部
位
の
改
善
（
の
ち
に
開
眼
手
術
な
ど
に
対
す
る
医
療
費
の
補
助
）

・
補
装
具
の
交
付
（
盲
人
安
全
つ
え
、
義
眼
、
眼
鏡
お
よ
び
点
字
器
）

狼
一
九
六
四
生

に
改
名
さ
れ
た
。
）
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（
洲
）

に
初
め
て
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
度
版
）
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年

（
酌
）

度
版
）
の
厚
生
白
書
に
お
い
て
も
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
対
策
と
し
て
そ
の
重
要
性
お
よ
び
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
の
記
載
が
あ
る
。
福
祉

対
策
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
時
期
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
山
本
二
郎
（
当
時
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
保
健
所
課
）
は
、
「
厚
生
の
指
標

（
鋤
）

（
一
九
六
五
年
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
特
集
こ
の
中
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
身
体
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
過
程
に
お
い
て
、
残
存
機
能
に
つ
い
て
医
学
的
、
職
能
的
評
価
を
行
い
、
適
正
職
能
の
判
定
を
行
う
評
価
機

構
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
全
体
的
体
系
の
中
に
あ
っ
て
、
交
通
整
理
の
役
目
を
果
た
す
も
の
と
し
て
、
か
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

る
。
（
中
略
）
病
院
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
一
部
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
類
し
た
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
従
来
こ
の
面
に
対
す

る
配
盧
は
乏
し
く
、
こ
れ
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
系
の
不
備
の
一
貫
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
体
系
的
整
備
、
充
実
が
望
ま
れ
る
。
」

障
害
に
よ
り
失
わ
れ
た
能
力
を
回
復
し
、
補
う
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
関
連
す
る
分
野
が
教
育
、
医
療
、
社
会
福
祉
、

雇
用
安
定
等
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
障
害
者
対
策
は
、
全
体
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
、
断
片

的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
た
め
、
相
互
の
体
系
的
な
結
び
つ
き
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
医
療
と
福
祉
（
更
生
施
設
）

の
連
携
の
不
徹
底
を
反
映
し
て
い
る
。

（
制
）

事
実
、
一
九
六
五
年
の
身
体
障
害
者
実
態
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、

・
補
装
具
の
所
持
状
況
に
つ
い
て
、
視
覚
障
害
者
に
必
要
な
舗
装
具
の
盲
人
安
全
つ
え
が
、
必
要
と
し
て
い
る
者
の
約
五
○
％
し
か
所
有

し
て
い
な
い
。
ま
た
所
有
し
て
い
る
者
の
内
、
約
二
五
％
が
不
十
分
な
も
の
で
取
り
替
え
を
必
要
と
し
て
い
た
（
表
五
）
。

・
点
字
の
理
解
状
況
に
つ
い
て
は
、
十
五
歳
以
上
の
者
で
、
点
字
を
理
解
し
て
い
る
状
況
は
、
表
六
の
と
お
り
で
、
読
め
な
い
も
の
が
約

八
割
と
高
い
。
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表51965年身体障害者実態調査より

区分 盲人安全づえ 点字器

総数 (116千人）

100

50．8

12．1

37.1

(18千人）

100

27．5

16．7

55．6

所有していないが必要

所有（取替えが必要）

所有（取替え不要）

表61965年身体障害者実態調査より

読み書きが
できる

読めるが

書けない

書けるが

読めない

読み書きと
もできない

障害等級

数
級
級
級
明

２
４
６

総
Ｌ
３
ａ
不

１
１
９
２
１

３
５
９
１
２

１
１

１
１

９
９
６
１

０
１
０
０
１

６
４
９
３
１

１
２
０
０
１

３
４
６
９
７

４
１
８
７
５

８
８
８
８
８

（
｜
｜
）
移
行
期
の
活
動
（
一
九
六
七
年
か
ら
一
九
八
九
年
）

移
行
期
は
、
一
九
六
七
年
東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
視

覚
障
害
部
門
が
開
設
さ
れ
た
時
に
始
ま
る
。
そ
の
時
か
ら
、
訓
練
は
そ
ち

ら
に
移
管
し
た
。
そ
の
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、
失
明
の
告
知
か
ら
社
会
的
訓
練
機
関
へ
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
に

機
能
を
し
ぼ
っ
た
。

（
１
）
患
者
統
計
に
み
る
相
談
内
容

相
談
指
導
の
内
容
は
、
初
期
の
内
容
と
比
較
し
て
、
更
生
施
設
へ
の
紹

介
が
減
少
し
、
職
業
相
談
、
特
に
現
職
継
続
の
相
談
指
導
が
増
加
し
て

（
犯
）

い
る
（
特
に
、
八
○
年
代
後
半
）
。
こ
れ
は
、
拡
大
レ
ン
ズ
や
拡
大
読
書
器

な
ど
の
機
器
の
技
術
の
開
発
や
、
東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
た
生
活
訓
練
コ
ー
ス
に
歩
行
訓
練
士
が
採
用
さ
れ
た
こ
と

で
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
普
及
、
訓
練
技
術
の
向
上
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
・
教
育
相
談
も
、
同
セ
ン
タ
ー
に
幼
児
指
導
部
門
が
併
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
、
生
活
相
談
で
は
、
カ
ナ
タ
イ
プ
の
訓
練
も
院
内
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

特
に
目
立
っ
て
き
た
の
は
、
一
九
八
○
年
代
後
半
に
入
り
高
齢
者
の

相
談
が
増
加
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
職
業
的
社
会
復
帰
を
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そ
の
た
め
、
一
九
八
四
年
、
一
九
八
五
年
に
は
、
「
患
者
と
家
族
の
た
め
の
網
膜
色
素
変
性
症
の
医
療
相
談
会
」
を
開
催
し
、
疾
患
の
自
然

（
郷
）

史
、
遺
伝
、
予
後
に
関
す
る
情
報
の
提
供
な
ど
、
患
者
と
そ
の
家
族
へ
の
説
明
を
行
う
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
医
療

相
談
会
が
契
機
と
な
り
、
網
膜
色
素
変
性
症
の
患
者
の
会
が
結
成
さ
れ
た
。

身
体
障
害
者
福
祉
法
は
、
一
九
六
七
年
の
改
正
に
よ
り
、
従
前
の
「
更
生
」
に
保
護
の
意
味
を
加
味
し
た
「
身
体
障
害
者
の
生
活
の
安
定

に
寄
与
」
す
る
こ
と
が
法
の
目
的
に
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
七
○
年
身
体
障
害
者
対
策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
従
来
自
立
更
生
の
対
象
と

な
ら
な
い
重
度
の
障
害
者
に
も
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
行
う
施
策
が
法
的
に
保
障
さ
れ
た
。
一
九
八
二
年
に
は
、
医
療
お
よ
び
生
活
訓
練
、
職
業

訓
練
な
ど
総
合
的
な
ケ
ア
を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
、
国
立
身
体
障
害
者
セ
ン
タ
ー
、
国
立
東
京
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
、
国
立
聴
力
言
語
障
害

セ
ン
タ
ー
が
統
合
し
て
、
国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。

一
九
七
○
年
の
視
覚
障
害
者
の
更
生
施
設
数
は
、
国
立
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
五
カ
所
の
他
に
、
府
・
県
立
の
三
カ
所
、
社
会
福
祉
法
人
の

目
指
し
た
指
導
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
へ
の
日
常
生
活
に
お
け
る
訓
練
へ
の
対
応
を
考
え
る
必
要
性
が
で
て
き
た
。

ま
た
、
疾
病
構
造
の
変
化
に
よ
る
遺
伝
性
疾
患
の
増
加
に
よ
り
「
子
ど
も
に
自
分
の
病
気
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
ら
ど
の
よ
う
に
話
し
た
ら

よ
い
の
か
、
遺
伝
の
こ
と
を
伝
え
る
べ
き
な
の
か
」
な
ど
、
網
膜
色
素
変
性
症
患
者
の
遺
伝
相
談
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
（
相
談
者

そ
の
後
、
生
活
訓
練
に
重
点
を
お
く
社
会
適
応
訓
練
施
設
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
八
八
年
に
は
、
そ
の
施
設
数
は
全
国
に
二

五
カ
所
に
な
っ
た
。
訓
練
形
態
も
宿
泊
だ
け
で
な
く
通
所
や
訪
問
で
の
訓
練
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

し
か
し
、
一
九
八
八
年
の
日
本
眼
科
医
会
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
入
所
ま
で
に
三
カ
所
以
上
の
診
療
所
、
病
院

で
受
診
し
て
い
る
者
が
五
三
％
（
そ
の
内
六
カ
所
以
上
の
九
・
五
％
が
含
ま
れ
て
い
る
）
。
入
所
時
の
調
査
で
、
失
明
ま
た
は
回
復
不
可
能
と
い
わ

は
女
性
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
）

二
カ
所
で
あ
っ
た
。

（
２
）
福
祉
の
状
況
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表7入所経緯における調査比較かに

600

れ
た
の
が
、
三
年
前
が

（
洲
）

の
結
果
が
出
て
い
る
。

に
示
し
た
よ
う
に
、
医
痔

（
妬
）

か
六
・
二
％
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
函
館
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
の
報
告
（
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
八
七
年
の
調
査
）
で
は
、
表
七
二
九
六
四
年
と
の
比
較
を
表
に
示
し
た
）

示
し
た
よ
う
に
、
医
療
者
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
へ
の
紹
介
は
一
九
六
四
年
の
東
京
（
一
八
・
三
％
）
よ
り
少
な
く
、
わ
ず

施設を知った経過

視力障害者センター名東京

1964年

函館

1982～1987年

％ ％

眼科医

病院

一般医師

友人・知人

家族

新聞・ラジオ・テレビ

福祉事務所

その他社会事業施設

治療院

その他

一
六
・
五
％
、
四
年
前
九
％
、
五
年
以
前
が
三
七
・
五
％
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
三
年
前
以
上
が
六
三
％
と
い
う
数
と

18.3 6．2

３
８
９
２
９
１
５

９
５
８
７
８
１
０

２
２

18．8

３
２
１
５

６
６
１
２

１
４
１

入所者数計

計

191名 80名

100 100

（
三
）
後
期
の
活
動
（
一
九
九
○
年
か
ら
二
○
○
○
年
）

（
１
）
患
者
統
計
に
み
る
相
談
内
容

一
九
九
一
年
、
遺
伝
相
談
に
対
応
す
る
た
め
に
、
遺
伝
外
来
が

ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
独
立
し
開
設
さ
れ
た
。
九
○
年
代
後
半
に
は
遺

伝
性
網
膜
疾
患
を
扱
う
網
膜
外
来
と
、
冒
言
ぐ
尉
冒
目
者
の
た
め

の
訓
練
を
行
う
Ｆ
ｏ
言
昌
四
○
口
外
来
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
外
来

と
し
て
の
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ク
リ
ニ
ッ

（
妬
）

ク
自
体
の
相
談
件
数
は
相
対
的
に
減
少
し
て
き
た
。

一
方
、
一
九
九
二
年
に
は
第
四
五
回
日
本
臨
床
眼
科
学
会
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
「
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
採
り
上

こ
う
し
た
実
態
は
、
特
に
地
方
で
は
順
天
堂
大
学
で
ク
リ
ニ
ッ

ク
開
設
当
時
と
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
く
、
依
然
と
し
て
医
療
と
福

祉
の
連
携
が
不
徹
底
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
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（
師
）
・

げ
ら
れ
る
な
ど
、
中
途
視
覚
障
害
者
お
よ
び
低
視
力
Ｐ
Ｃ
言
ぐ
国
○
己
者
へ
の
眼
科
医
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。

ま
た
、
視
力
障
害
の
分
類
も
、
一
九
四
七
年
身
体
障
害
者
福
祉
法
制
定
時
の
障
害
分
類
は
、
視
力
障
害
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
分
類
し
、
こ
れ

ら
を
さ
ら
に
二
つ
の
級
に
分
け
、
以
下
の
よ
う
な
基
準
で
あ
っ
た
（
い
ず
れ
も
永
続
す
る
障
害
）
。

Ａ
）
一
級
両
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
明
暗
を
弁
別
し
得
な
い
者
（
以
下
失
明
）

二
級
一
眼
が
失
明
し
、
他
眼
の
視
力
が
○
・
○
二
以
下
の
者
お
よ
び
両
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
○
・
○
二
以
下
の
者

Ｂ
）
三
級
一
眼
が
失
明
し
、
他
眼
の
視
力
が
○
・
○
六
以
下
の
者

四
級
両
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
○
・
○
六
以
下
の
者

Ｃ
）
五
級
一
眼
が
失
明
し
、
他
眼
の
視
力
が
○
・
一
以
下
の
者
お
よ
び
両
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
○
・
一
以
下
の
も
の

六
級
一
眼
が
失
明
し
、
他
眼
の
視
力
が
○
・
六
以
下
の
者

そ
の
後
、
表
八
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
七
○
年
の
基
準
変
更
を
経
て
、
一
九
九
五
年
視
野
狭
窄
を
も
勘
案
し
て
視
覚
障
害
の
等
級
が
改

正
さ
れ
た
。
一
九
九
五
年
四
月
十
一
日
通
知
さ
れ
た
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
つ
い
て
、
次
の

（
犯
）

よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

現
在
、
視
野
障
害
の
求
心
性
視
野
狭
窄
の
級
別
に
つ
い
て
は
、
残
存
中
心
視
野
の
角
度
に
よ
っ
て
級
別
を
定
め
て
い
る
が
、
今
般
、
近

年
の
医
学
的
検
査
法
の
進
歩
に
伴
い
、
よ
り
生
活
実
態
を
反
映
し
、
克
視
力
障
害
の
級
別
を
定
め
た
と
き
に
用
い
ら
れ
た
視
能
率
を
勘

案
し
整
合
性
を
維
持
で
き
る
よ
う
等
級
表
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
視
野
狭
窄
お
よ
び
視
野
欠
損
が
障
害
分
類
に
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
視
力
障
害
へ
の
福
祉
の
対
応
が
、
「
見
え
る

か
」
「
見
え
な
い
の
か
」
と
い
う
基
準
か
ら
「
見
え
に
く
さ
」
へ
の
対
応
へ
と
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
表
八
）
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
一
○
年
間
の
相
談
内
容
に
お
け
る
特
徴
は
、
①
高
齢
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
課
題
、
②
相
談
内
容
の
主
訴
が
明
確

一
改
正
の
趣
旨



級別

1級

2級

3級

1級

5級

6級
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表8視覚障害等級新|日対照表

厚生省「視野障害認定の手引き」（平成7年4月）より引用

［旧]1970年改正［新]1995年改正

602

両眼の視力（万国式試視力表に

よって測ったものをいい、屈折

異常のある者については、きょ

う正視力について測ったものを

いう。以下同じ｡）の和が0.01

以下のもの

両眼の視力の和が0.02以上

0.04以下のもの

0.12以下のもの

2．両眼の視力がそれぞれ5度

以内のもの

0．2以下のもの

2．両眼の視力がそれぞれ10度

以内のもの

3．両眼による視野の2分の1

以上が欠けているもの

一眼の視力が0.02以下、他眼

の視力が0.6以下のもので、両

眼の視力の和が0．2を超えるも

の

級別|級別’
1級

2級

3級

4級

5級

6級

両眼の視力（万国式試視力表に

よって測ったものをいい、屈折

異常のある者については、きょ

う正視力について測ったものを

いう。以下同じ｡）の和が0．01

以下のもの

1．両眼の視力の和が0．02以上

0．04以下のもの

2．両眼の視野がそれぞれ10度

以内でかつ両眼による視野

について視能率による損失

率が95％以上のもの

0．08以下のもの

2．両眼の視野がそれぞれ10度

以内でかつ両眼による視野

について視能率による損失

率が90％以上のもの

1.両眼の視力の和が0.09以上

0．12以下のもの

2．両眼の視野がそれぞれ10度

以内のもの

1．両眼の視力の和が0.13以上

0．2以下のもの

2．両眼による視野の2分の1

以上が欠けているもの

一眼の視力が0．()2以下、他眼

の視力が0.6以下のもので、両

眼の視力の和が0．2を超えるも

の

’
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四
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状

（
虹
）

表
九
は
、
東
京
都
心
身
障
害
者
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
過
去
四
○
年
間
の
年
度
別
の
視
覚
障
害
の
原
因
疾
患
の
推
移
で
あ
る
。
近
年
、
網
膜

色
素
変
性
症
な
ど
の
予
後
不
良
な
疾
患
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
（
な
お
、
障
害
者
手
帳
を
持
つ
す
べ
て
を
対
象
と
し
た
厚
生
省
の
身
体
障
害
者
実
態

調
査
で
は
、
累
積
障
害
者
数
の
た
め
時
代
を
反
映
し
た
原
因
疾
患
が
統
計
に
出
に
く
い
）

順
天
堂
大
学
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
対
象
と
し
た
患
者
で
は
、
当
初
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
、
進
行
性
で
治
癒
の
見

（
期
）

で
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
、
視
力
低
下
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
不
安
で
あ
っ
た
り
な
ど
の
心
理
的
な
混
乱
を
抱
え
た
患
者
で
あ
る
。

あ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
視
野
狭
窄
の
八
○
歳
男
性
が
、

「
部
屋
の
中
で
は
不
自
由
な
く
歩
け
る
が
、
食
事
を
す
る
時
お
か
ず
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
見
え
な
い
・
死
ぬ
ま
で
元
気
で
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、
目
が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
人
も
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
本
も
読
め
な
く
な
っ
て
き
て
、
な
ん
と
か
も

う
一
度
読
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
訓
練
を
受
け
た
い
が
妻
は
家
の
中
に
人
が
入
っ
て
く
る
の
を
嫌
が
る
」

こ
の
ケ
ー
ス
に
見
る
よ
う
な
社
会
的
自
立
が
難
し
い
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
へ
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

赤
松
は
一
九
八
九
年
「
日
本
眼
科
紀
要
』
の
「
視
覚
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
二
五
年
の
経
験
」
の
中
で
す
で
に
老
齢

（
叩
）

者
の
リ
ハ
訓
練
の
必
要
性
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。

「
視
覚
障
害
者
の
福
祉
施
設
が
近
来
、
老
人
や
重
複
障
害
者
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
外
に
し
て
お
り
、
ま

た
視
覚
障
害
者
の
就
労
に
つ
い
て
も
き
め
の
こ
ま
か
い
指
導
と
対
応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
者
が
多
く
出

て
い
る
。
（
中
略
）
職
業
的
社
会
復
帰
に
偏
重
し
た
体
系
を
、
そ
れ
以
外
の
視
覚
障
害
者
に
広
げ
、
障
害
者
が
等
し
く
リ
ハ
の
恩
恵
を
浴
し
、

持
っ
て
い
る
能
力
を
フ
ル
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
施
設
が
必
要
で
あ
る
。
」

こ
の
指
摘
は
、
現
在
、
特
に
重
要
な
課
題
で
も
あ
る
。
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表9

東京都心身障害センターにおける視覚障害の原因疾患

1988年

強度近視

網膜色素変性症

糖尿病網膜症

老人性白内障

緑内障

視神経萎縮

ぶどう膜炎

黄斑変性

未熟児網膜症

小眼球

1998年

網膜色素変性症

糖尿病網膜症

強度近視

緑内障

老人性白内障

脳血管障害

黄斑変性

角膜混濁

視神経萎縮

ぶどう膜炎

1968年

強度近視

視神経萎縮

網膜色素変性症

角膜混濁

老人性白内障

未熟児網膜症

ぶどう膜炎

先天性白内障

小眼球

‘緑内障

1978年

強度近視

網膜色素変性症

老人性白内障

角膜混濁

視神経萎縮

緑内障

糖尿病網膜症

先天性白内障

ぶどう膜炎

小眼球

。
。
。
。
・
・
。
。
・
０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１

。
。
。
。
・
・
・
・
・
０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１

◆
。
・
・
。
。
・
や
・
０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１

。
．
・
・
。
。
口
。
・
ハ
叩
〕

１
Ｌ
ｎ
４
ｑ
Ｊ
４
４
Ｆ
Ｄ
Ｒ
Ｕ
ワ
ー
ハ
パ
〕
（
ｕ
〉
１
４

込
み
の
な
い
疾
患
で
あ
る
網
膜
色
素
変
性
症
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
・
筆
者
は
、

二
○
○
二
年
か
ら
中
途
視
覚
障
害
の
上
位
を
占
め
る
網
膜
色
素
変
性
症
の
患
者
へ

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
患
者
が
抱
え
る
心
理
社
会
的
課
題
と
医
療
の
課
題
を
検

（
岨
）

討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
に
示
し
た
よ
う
な
心
理
社
会
的
課
題
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。

①
有
効
な
治
療
法
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
診
断
の
告
知
の
時
点
で
医
療
と

の
関
係
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
孤
立
し
や
す
い

②
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
が
患
者
に
伝
わ
り
に
く

い

医
療
の
課
題
と
し
て
は
、

①
診
断
の
告
知
後
の
心
理
的
援
助
へ
の
対
応
の
必
要
性

②
医
療
、
福
祉
、
社
会
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
間
の
不
理
解
を
解
消
す
る
た
め
の

連
携
の
構
築
と
、
長
期
的
支
援
の
必
要
性

で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
一
九
六
四
年
順
天
堂
大
学
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ

（
栂
）

ニ
ッ
ク
が
開
設
当
初
す
で
に
指
摘
し
て
い
た
問
題
で
も
あ
る
。
約
四
○
年
後
の
現
在

で
も
解
決
さ
れ
て
い
な
い
課
題
と
い
え
る
。

し
か
し
、
現
在
は
四
○
年
前
に
比
較
し
て
、
残
存
視
機
能
に
対
す
る
拡
大
読
書
器

な
ど
視
覚
補
助
具
の
急
速
な
開
発
や
訓
練
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
身
体
的
、
機
能
的
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以
上
の
よ
う
な
経
過
に
お
い
て
、
順
天
堂
大
学
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
一
九
六
四
年
か
ら
、
眼
科
医
療
に
お
い
て

最
初
に
、
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
社
会
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
包
括
し
た
体
系
を
確
立
し
、
治
癒
不
可
能
な
患

者
の
心
理
面
へ
の
援
助
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
の
結
果
を
各
時
期
ご
と
の
考
察
を
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

課
題
（
す
な
わ
ち
視
覚
障
害
の
機
能
的
な
障
害
部
分
そ
の
も
の
が
引
き
起
こ
す
困
難
さ
）
は
、
徐
々
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
と
は
い
え
、
視
力
回

復
の
見
込
み
の
な
い
者
が
抱
え
る
心
理
的
課
題
は
残
り
、
そ
れ
に
対
す
る
医
療
側
の
対
応
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
言
え
る
。

身
体
障
害
者
福
祉
法
は
、
制
定
当
初
は
「
更
生
」
が
で
き
る
障
害
者
が
対
象
で
あ
り
、
福
祉
施
策
を
受
け
る
た
め
に
は
、
診
療
機
関
か
ら

地
域
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
更
生
相
談
所
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
医
療
側
に
と
っ
て
は
、
視
力
回
復
の
見
込
み
の
な

い
患
者
へ
の
関
心
は
低
く
、
治
療
か
ら
更
生
施
設
へ
の
転
換
に
は
大
き
な
空
白
が
あ
り
、
こ
れ
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
は
、
こ
う
し
た
患
者
に
対
応
す
る
た
め
に
、
告
知
か
ら
心
理
相
談
・
指
導
、
生
活
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
福
祉
施
策
を

受
け
る
ま
で
の
空
白
を
埋
め
る
試
み
を
行
っ
た
。

対
象
と
し
た
患
者
は
、
順
天
堂
大
学
の
眼
科
外
来
か
ら
の
受
け
入
れ
が
主
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
高
度
な
視
覚
障
害
を
も
つ
患
者
が
多
か

二
、－〆ー

っ
た
。 第

四
章
考
察

そ
の
た
め
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
告
知
の
時
点
か
ら
患
者
の
心
理
面
へ
の
援
助
を
重
視
す
る
た
め
に
数
回
に
わ
た
る
面
接
を
行
い
、
そ
の
過

初
期

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
果
た
し
て
き
た
役
割
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職
業
自
立
を
目
指
し
た
更
生
施
設
か
ら
生
活
訓
練
施
設
、
点
字
図
書
館
な
ど
が
全
国
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

そ
の
目
的
に
よ
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
選
択
の
幅
が
広
が
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
眼
科
医
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
へ
の
紹
介
は
少
な
く
、
い
ま
だ
医
療
と
福
祉
の
谷
間
に
取
り
残
さ
れ
た
患
者
が
多
く
、
眼
科
医
が
こ
の
問
題
に
無
関
心
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
視
覚
障
害
者
の
実
態
は
、
こ
う
し
た
福
祉
の
援
護
が
十
分
に
普
及
し
て
い
な
い
（
活
用
さ
れ
て
い
な
い
）
状

況
に
あ
っ
た
。

程
の
中
で
、
患
者
自
身
が
自
分
の
将
来
に
向
け
て
方
向
性
を
採
択
で
き
る
よ
う
な
援
助
を
第
一
と
し
て
行
っ
た
。

し
か
し
、
初
期
に
は
、
か
か
げ
た
理
想
と
現
実
に
は
お
お
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
料
）

赤
松
は
、
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「
一
九
六
七
年
ま
で
、
盲
幼
児
の
療
育
相
談
を
す
る
機
関
も
な
く
、
ま
し
て
指
導
す
る
と
こ
ろ
も
な
か
っ
た
。
盲
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
は

な
ん
ら
の
指
導
も
受
け
な
い
状
態
で
素
人
の
両
親
に
任
さ
れ
て
お
り
、
盲
児
と
し
て
の
養
育
指
導
は
ま
る
で
で
た
ら
め
の
状
態
で
就
学
す
る

状
態
で
あ
っ
た
。
社
会
福
祉
政
策
は
い
ま
だ
十
分
で
な
く
、
家
庭
の
経
済
中
心
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
視
覚
障
害
に
な
っ
た
場
合
は
、
ど
の

よ
う
に
食
べ
て
い
く
か
が
問
題
で
職
業
の
選
択
な
ど
考
え
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
」

一
九
六
四
年
当
時
は
、
盲
に
対
す
る
職
業
訓
練
が
主
で
あ
り
、
更
生
施
設
も
職
業
訓
練
が
併
設
さ
れ
て
い
た
た
め
、
訓
練
施
設
入
所
イ
コ

ー
ル
三
療
（
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
）
で
あ
り
、
職
業
の
選
択
の
幅
も
狭
か
っ
た
。
中
途
視
覚
障
害
者
の
残
存
視
機
能
へ
の
訓
練
を
行
っ
て

も
、
そ
れ
を
活
用
し
職
を
得
る
と
い
う
選
択
肢
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

患
者
へ
の
社
会
復
帰
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
内
容
を
行
う
べ
く
理
想
を
か
か
げ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、
初
期
の
時
期
は
、

患
者
へ
の
指
導
内
容
は
、
施
設
へ
の
入
所
あ
る
い
は
自
宅
で
の
日
常
生
活
訓
練
に
対
す
る
指
導
的
な
活
動
が
多
か
っ
た
。

（
二
）
移
行
期

こ
う
し
た
医
療
と
福
祉
（
更
正
施
設
）
と
の
溝
、
連
携
の
不
徹
底
さ
に
対
し
て
、
ク
リ
’
一
ツ
ク
は
、
高
度
の
視
力
障
害
者
に
対
し
て
社
会
的
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視
覚
障
害
者
に
対
し
て
は
、
音
声
パ
ソ
コ
ン
や
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
具
や
職
業
継
続
の
た
め
の
援
助
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
眼
科
医

た
ち
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
た
時
期
で
あ
る
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
、
一
九
九
○
年
代
後
半
か
ら
網
膜
外
来
、
冒
言

ぐ
国
○
口
外
来
な
ど
の
特
殊
外
来
の
細
分
化
に
よ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
数
は
減
少
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
数
は
減
少
し
て
き
た
が
、
近
年
、
糖
尿
病
性
網
膜
症
、
緑
内
障
に
よ
る
中
途
視
覚
障
害
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
特
徴
は
、
働
き
盛
り
の
四
○
代
か
ら
五
○
代
が
多
い
こ
と
、
心
理
的
に
も
社
会
的
に
も
急
激
な
変
化
に
直
面
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
患
者
へ
の
今
後
の
対
応
と
し
て
、
医
療
の
中
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
順
天
堂
大
学
眼

科
で
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
、
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
時
期
の
患
者
の
特
徴
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
視
野
欠
損
の
高
度
な
視
覚
障
害
者
で
あ
り
、
そ
の
疾
患
の
多
く
は
、
網
膜
色
素
変
性
症
な
ど
の
有
効
な
治
療
法
が
な

い
疾
患
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
相
談
内
容
は
比
較
的
症
状
が
軽
い
時
点
で
診
断
が
可
能
な
た
め
、
心
理
的
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
い
。
な
か
な
か
障

害
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
心
理
的
立
ち
直
り
が
で
き
な
い
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
ず
将
来
の
方
向
性
が
き
め

自
立
の
出
発
点
ま
で
の
橋
渡
し
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
一
つ
の
機
能
と
し
て
と
ら
え
、
一
貫
し
た
方
針
の
も
と
で
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組

み
立
て
、
残
存
視
機
能
に
お
け
る
訓
練
準
備
を
行
っ
て
き
た
。

相
談
指
導
内
容
も
、
施
設
へ
の
紹
介
か
ら
現
在
の
職
業
を
い
か
に
継
続
す
べ
き
か
、
い
か
に
福
祉
施
策
を
利
用
し
て
、
社
会
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
相
談
へ
の
対
応
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
い
か
な
る
更
生
施
設
等
の
福
祉
施
策
が
整
備
さ
れ
て
も
、

更
生
意
欲
お
よ
び
社
会
復
帰
へ
の
動
機
づ
け
が
な
け
れ
ば
、
更
生
時
期
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
患
者
へ
の
心
理
的
対
応
を
さ
ら
に

重
視
す
る
必
要
性
が
あ
り
、
患
者
自
身
が
自
分
の
将
来
の
選
択
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
の
援
助
が
重
要
と
な
っ
た
。

ま
た
、
網
膜
色
素
変
性
症
の
医
療
相
談
を
行
っ
た
こ
と
で
、
遺
伝
に
関
す
る
相
談
も
多
く
そ
の
対
応
に
も
積
極
的
に
活
動
し
て
き
た
。

ま
た
、

（
三
）
後

期
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ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
告
知
後
の
心
理
的
援
助
と
と
も
に
障
害
者
と
し
て
新
た
な
生
活
へ
の
「
適
応
」
へ
の
援
助
が
ま
す
ま
す
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
医
師
が
ど
ん
な
に
正
確
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
も
、
患
者
、
家
族
の
心
理
的
シ
ョ
ッ
ク
、
混
乱
は
大
き
い
。
患
者
は
ど
ん
な

場
合
で
も
視
力
回
復
へ
の
望
み
、
医
師
へ
の
期
待
が
強
い
。
そ
の
た
め
こ
う
し
た
心
理
的
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
感

情
へ
の
対
応
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

②
高
齢
者
の
増
加
。
相
談
内
容
は
、
残
存
視
機
能
を
い
か
に
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
通
常
の
生
活
が
で
き
る
の
か
。
職
業
訓
練
が
主
体

で
あ
っ
た
初
期
と
比
較
し
て
、
日
常
生
活
で
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

患
者
数
は
減
少
し
た
が
、
そ
こ
に
は
、
現
在
の
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
未
解
決
の
ま
ま
抱
え
る
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

二
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
の
意
義

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
活
動
の
歴
史
的
意
義
は
、

「
視
力
回
復
の
望
み
の
な
い
症
例
に
も
、
社
会
人
と
し
て
の
機
能
を
最
高
度
に
維
持
発
揚
出
来
る
方
向
に
考
盧
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
眼
疾

に
対
す
る
我
々
の
治
療
能
力
が
未
だ
万
能
で
な
い
今
日
、
特
に
高
度
の
視
力
障
害
者
に
対
し
て
は
盲
人
福
祉
の
出
発
点
ま
で
眼
科
臨
床
が
関

（
縄
）

与
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
、
紺
山
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
現
在
眼
科
医
が
冒
乏
く
国
○
己
へ
の

関
心
を
高
め
た
の
は
、
そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

一
九
六
四
年
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
の
背
景
は
、
医
療
側
に
は
、

①
告
知
の
問
題
（
い
つ
告
げ
る
こ
と
が
適
切
か
）

②
告
知
後
の
対
応
の
問
題
（
福
祉
、
行
政
な
ど
へ
ど
の
よ
う
に
繋
げ
て
い
く
べ
き
な
の
か
）

一
九
六
四
年
ク
リ

①
告
知
の
問
頴

②
告
知
後
の
対

ま
た
患
者
側
に
は
、

①
告
知
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
、
混
乱
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く
野
）
に
医
療
と
福
祉
（
社
会
的
資
源
）
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
確
立
し
た

こ
と
が
も
っ
と
も
中
心
的
な
意
義
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
、
開
設
当
初
か
ら
医
療
は
病
気
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て
全
人
格
の
尊
厳
を
回
復
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
対
処
す
る
方
向
を
見
出
す
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

か
に
し
た
。

診療とリハビリテーションの関係図

くクリニックの活動＞←＜従来の診療＞

統合化独立

眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
視
力
回
復
の
見
込
み
の
な
い
患
者
へ
の
本
格
的
な
対
応
は
、
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い

本
論
文
で
は
順
天
堂
大
学
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
活
動
を
検
証
し
、
医
療
と
福
祉
が
統
合
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら

奉
祁

会
Ｉ提

眼科医療 眼科医療

(診断・治療）

クリニック

I
上

リハビリテー

ション

②
治
療
法
を
求
め
て
病
院
を
転
々
と
す
る
（
患
者
の
経
済
的
負
担

増
）
↓
社
会
復
帰
が
遅
れ
る

な
ど
、
双
方
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
が
存
在
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
順
天
堂
大
学
眼
科
で
は
、
本
論
に
示
し
た

よ
う
に
医
療
と
福
祉
の
統
合
を
め
ざ
し
て
、
日
本
の
国
内
で
民
間
施
設

と
し
て
き
わ
め
て
早
い
時
期
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
設
し
、
回
復
の
見
込
み
の
な
い
患
者
へ
の
対
応
を
行
っ
て
き
た
。

失
明
告
知
か
ら
立
ち
直
る
ま
で
の
間
に
は
お
お
き
な
深
い
心
理
的
な

谷
間
が
あ
る
。
順
天
堂
大
学
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
活
動
は
、
そ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
眼
科
医
療
の
分
野
（
医
療
の
分

リハビリテー

ション

§鍵議霧
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眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
医
療
、
福
祉
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
機
能
の
活
用
か
ら
、
地
域
社
会
を
含
め
た
医
療
・
福
祉
・
地
域
社

会
と
い
う
領
域
を
超
え
た
長
期
的
支
援
の
シ
ス
テ
ム
に
か
わ
り
つ
つ
あ
る
。

心
理
的
援
助
も
ま
た
、
告
知
後
の
対
応
と
と
も
に
よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
活
用
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に

活
用
し
、
障
害
に
起
因
す
る
新
た
な
生
活
へ
の
「
適
応
」
で
き
る
の
か
と
い
う
、
患
者
自
身
の
自
己
決
定
へ
の
援
助
な
ど
が
今
後
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
遺
伝
子
解
析
、
遺
伝
子
治
療
な
ど
の
開
発
に
と
も
な
い
、
今
後
は
遺
伝
相
談
の

需
要
が
増
す
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
対
応
も
今
後
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

え
る
。
例
え
ば
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
訓
練
に
お
い
て
も
、
開
設
当
初
の
時
代
は
、
失
明
者
の
社
会
復
帰
、
自
立
更
生
の
た
め
の
職
業

訓
練
に
い
か
に
繋
げ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
第
一
の
目
標
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
遠
隔
地
で
の
施
設
入
所
に
よ
る
訓
練
が
必

要
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
孤
立
せ
ず
に
い
か
に
援
助
で
き
る
の
か
、
と
い
う
援
助
の
あ
り
方
に
変
化
し
て
き
た
。

高
齢
者
の
人
口
増
加
に
と
も
な
い
、
相
談
者
の
年
齢
分
布
に
見
る
よ
う
に
現
在
は
、
高
齢
者
の
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
生
活
自
立
の
訓
練
が
、

眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

一
九
八
○
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
発
表
し
た
国
際
障
害
分
類
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
障
害
を
機
能
・
形
態
障
害
（
冒
冒
吋
昌
ｇ
己
、
能
力
障
害

目
の
号
曽
ご
）
、
社
会
的
不
利
（
盲
目
旨
ｇ
）
三
つ
の
次
元
で
総
合
的
に
と
ら
え
る
と
い
う
基
本
的
視
点
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
三
つ
の
次

（
蛆
）
（
岬
）

元
の
概
念
と
分
類
の
批
判
に
よ
り
、
一
九
九
九
年
国
際
障
害
分
類
β
１
２
試
案
の
発
行
へ
と
至
っ
た
。
そ
の
試
案
は
、
活
動
制
限
、
参
加
制
約
、

環
境
因
子
の
評
価
か
ら
障
害
の
問
題
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
生
活
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

謝
辞

本
論
文
の
作
成
に
あ
た
り
、
ご
指
導
、
ご
校
閲
を
賜
り
ま
し
た
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
酒
井
シ
ヅ
客
員
教
授
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
順
天
堂
大

学
中
島
章
名
誉
教
授
、
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
赤
松
恒
彦
先
生
、
石
野
砂
智
子
先
生
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

い
う
考
え
方
に
変
化
し
て
き
た
。
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（
４
）
上
田
敏
『
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
世
界
」
二
二
～
二
四
頁
、
三
輪
書
店
、
東
京
、
一
九
九
二

（
５
）
鈴
木
明
子
「
日
本
に
お
け
る
作
業
療
法
教
育
の
歴
史
」
六
○
～
八
八
頁
、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
北
海
道
、
一
九
八
六

（
６
）
前
掲
害
（
４
）
、
一
四
八
～
一
六
八
頁

（
７
）
上
田
敏
『
科
学
と
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
」
七
四
～
八
五
頁
、
医
学
書
院
、
東
京
、
二
○
○
一

（
８
）
内
務
省
衛
生
局
予
防
課
「
眼
科
衛
生
資
料
」
『
眼
科
臨
床
医
報
」
第
二
二
号
、
一
八
六
～
一
八
七
頁
、
一
九
二
七
、
「
眼
科
臨
床
医
報
』
第
二
七

号
、
五
六
四
～
五
六
五
頁
、
一
九
三
二
、
「
眼
科
臨
床
医
報
」
第
二
八
号
、
八
二
～
八
七
頁
、
一
九
三
三

（
９
）
厚
生
省
予
防
局
「
失
明
者
二
関
ス
ル
統
計
」
（
昭
和
十
一
年
一
○
月
一
○
日
調
査
）
、
一
～
五
八
頁
、
一
九
三
八

（
、
）
守
本
典
子
、
大
月
洋
「
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
定
義
確
立
に
向
け
て
の
提
言
」
「
日
本
眼
科
紀
要
」
第
五
一
巻
一
二
号
、
二
一
五
～
二
二
○
頁
、

引
用
文
献
お
よ
び
参
考
文
献

（
１
）
丸
尾
敏
夫
「
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
現
状
と
今
後
の
課
題
」
「
臨
床
眼
科
」
第
六
四
巻
三
号
、
二
二
五
～
二
二
八
頁
、
一
九
九
二

（
２
）
久
保
田
伸
枝
「
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
師
の
役
割
」
『
日
本
の
眼
科
』
第
六
三
巻
二
号
、
一
二
五
～
一
二
九
頁
、
一
九
九
二

（
３
）
森
信
隆
吉
「
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
失
明
告
知
に
関
す
る
一
考
察
」
『
日
本
の
眼
科
」
第
六
三
巻
二
号
、
一
四
五
～
一
四
七
頁
、

（
妬
）
三
田
澄
夫
「
弱
視
」
「
厚
生
の
指
標
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
特
集
一
」
第
一
二
巻
一
六
号
、
二
一
～
二
四
頁
、
財
団
法
人
厚
生
統
計
協
会
、
一

（
ｕ
）
潮
崎
克
「
弱
視
療
育
に
関
す
る
学
校
保
険
法
の
立
場
」
「
眼
科
」
第
二
巻
八
号
、
六
三
二
～
六
三
四
頁
、
一
九
六
○
、
「
弱
視
児
の
教
育
的
措
置

に
関
す
る
研
究
そ
の
一
教
科
書
活
字
に
つ
い
て
」
「
日
眼
会
誌
」
第
六
五
巻
九
号
、
一
九
九
○
～
一
九
九
五
頁
、
一
九
六
一
、
「
弱
視
レ
ン
ズ
の

処
方
と
使
用
法
」
『
眼
科
』
第
七
巻
一
二
号
、
三
六
九
～
三
七
六
頁
、
一
九
六
五

（
吃
）
久
保
田
伸
枝
「
弱
視
レ
ン
ズ
の
種
類
」
『
眼
科
』
第
七
巻
八
号
、
五
七
二
～
五
七
七
頁
、
一
九
六
五

（
昭
）
原
田
政
美
他
「
弱
視
レ
ン
ズ
に
つ
い
て
」
「
臨
床
眼
科
」
第
五
七
巻
一
号
、
一
～
八
頁
、
一
九
六
三

（
皿
）
植
村
恭
夫
「
小
児
眼
科
の
重
要
性
」
『
厚
生
の
指
標
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
特
集
一
」
第
一
二
巻
一
六
号
、
一
三
～
一
四
頁
、
財
団
法
人
厚
生

植
村
恭
夫
「
小
児
胴

統
計
協
会
、
一
九
六
五

九
六
五

九
二

二
○
○
○

九
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ヘ
ー
Ｉ
ユ
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４
一
雨

一
○
Ｏ
｝
ｕ
不

（
犯
）
参

（
、
”
）
幸
鈎

今
云
）
、

（
昭
）
前
掲
害
（
岨
）

（
別
）
前
掲
害
（
理
）
Ｌ

（
妬
）
前
掲
害
（
塊
）
Ｌ

（
湖
）
参
考
資
料
参
照

（
”
）
右
田
紀
多
恵
編
一

（
犯
）
厚
生
省
「
厚
生
向

（
調
）
厚
生
省
「
厚
生
向

（
鋤
）
山
本
二
郎
「
リ
ハ

法
人
厚
生
統
計
協
会
、

（
釦
）
岩
橋
英
行
監
修
一

（
犯
）
参
考
資
料
参
照

（
兜
）
あ
せ
び
会
だ
よ
り

（
躯
）

（
別
）
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（
肥
）
菊
池
正
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

厚
生
統
計
協
会
、
一
九
六
五

（
別
）

九
六
四

-了1－
ノ、

七右
田
紀
多
恵
編
『
社
会
福
祉
の
歴
史
」
三
一
五
～
三
二
九
頁
、
有
斐
閣
選
耆
、
東
京
、
二
○
○
一

厚
生
省
「
厚
生
白
書
」
財
団
法
人
厚
生
問
題
研
究
所
、
一
九
六
二

厚
生
省
「
厚
生
白
書
」
財
団
法
人
厚
生
問
題
研
究
所
、
一
九
六
四
、
一
九
六
五

山
本
二
郎
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
体
系
化
」
『
厚
生
の
指
標
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
特
集
三
第
一
二
巻
一
六
号
、
五
～
一
○
頁
、
財
団

前
掲
害
（
別
）
一
○
○
○
～
一
○
○
一
頁

紺
山
和
一
他
「
眼
科
臨
床
相
談
所
ｌ
同
所
で
得
た
二
、
三
の
知
見
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
『
日
本
眼
科
紀
要
」
第
一
八
巻
六
号
、
六
三
九
頁
、
一
九

紺
山
和
一
「
眼
科
詞
の
冨
巨

前
掲
害
（
岨
）
二
一
八
頁

原
田
政
美
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

日
本
眼
衛
生
協
会
．
九
六
四
年
盲
学
校
生
徒
、
視
力
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
失
明
原
因
調
査
か
ら
」
一
九
七
六

紺
山
和
一
「
眼
科
詞
の
冨
巨
胃
胃
ざ
ロ
ロ
ヨ
月
に
つ
い
て
」
「
臨
床
眼
科
」
第
一
九
巻
二
号
、
一
二
三
頁
、
一
九
六
五

一
九
八
五 「

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
」
『
厚
生
の
指
標
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
特
集
一
」
第
一
二
巻
一
六
号
、
四
○
～
四
二
頁
、
財
団
法
人

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
立
場
か
ら
み
た
眼
科
領
域
の
諸
問
題
」
「
眼
科
臨
床
医
報
」
第
五
八
巻
十
二
号
、
一
○
○
九
頁
、
一

一
一
七
頁

六
四
一
頁

六
四
○
頁

『
世
界
盲
人
百
科
事
典
」

「
患
者
と
家
族
の
た
め
の
特
集
号
網
膜
色
素
変
性
症
と
は
」
三
一
号
、
三
五
号
、
稀
少
難
病
者
全
国
連
合
会
（
あ
せ
び

一
九
六
五

一
七
～
二
四
頁
、
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
大
阪
、
一
九
七
二
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（
虹
）
坂
上
達
志
他
「
東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
三
○
年
間
の
視
覚
障
害
者
の
原
因
疾
患
の
推
移
」
「
臨
床
眼
科
』
第
九
四
巻
十

号
、
一
二
○
五
～
一
二
○
九
頁
、
二
○
○
○

（
蛇
）
高
林
雅
子
「
網
膜
色
素
変
性
症
患
者
の
視
点
か
ら
み
た
心
理
的
援
助
の
課
題
」
（
『
日
本
眼
科
紀
要
』
第
五
四
巻
八
号
、
六
三
○
～
六
三
六
頁
、

（
媚
）
赤
松
恒
彦
他
「
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
一
○
年
間
の
経
験
よ
り
旨
臨
床
眼
科
」
第
二
九
巻
二
号
、
一
七
七
～
一
八
六
頁
、
一
九

（
調
）
参
考
資
料
参
照

（
㈹
）
赤
松
恒
彦
他
石

（
鵠
）
厚
生
省
「
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
つ
い
て
」
一
九
九
五
年
四
月
二
日
（
社
援
更
第
八
八
号
各

都
道
府
県
知
事
・
各
指
定
都
市
市
長
あ
て
厚
生
省
社
会
・
援
護
局
長
通
知
）

（
妬
）
参
考
資
料
参
照

（
制
）
社
団
法
人
日
本
眼
科
医
会

一
号
、
四
九
頁
、
一
九
八
八

（
弱
）
前
掲
書
（
弧
）
、
五
○
頁

（
釘
）
丸
尾
敏
夫
「
眼
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
第
四
五
回
日
本
臨
床
眼
科
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
」
『
日
本
の
眼
科
」
第
六
三
巻
二
号
、
一
二

七
五

九
八
九

三
～
一
二
四
頁
、
一
九
九
二

二
○
○
三

「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
国
際
障
害
分
類
第
二
版
β
二
案
（
日
本
語
版
）
」
Ｗ
Ｈ
Ｏ
国
際
障
害
分
類
日
本
協
力
セ
ン
タ
ー
、
二
○
○
○

佐
藤
久
夫
『
障
害
構
造
入
門
」
四
～
一
三
頁
、
青
木
書
店
、
東
京
、
一
九
九
二

前前
掲掲
耆害

社
団
法
人
日
本
眼
科
医
会
総
務
部
報
告

へへ
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、、

「
視
覚
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
二
十
五
年
の
経
験
」
「
日
本
眼
科
紀
要
」
第
四
○
巻
五
号
、
一
二
○
五
～
一
二
一
○
頁
、
一

一
二
Ｃ
九

二
一
三
頁
○
九
頁

「
中
途
失
明
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
に
つ
い
て
」
「
日
本
の
眼
科
」
第
五
九
巻
一

（
順
天
堂
大
学
大
学
院
医
史
学
研
究
室
）



ACombinationofClinicalMedicineandSocialWelfare

ActivitiesoftheOphthalmicRehabilitationClinicatJuntendoUniversity
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MasakoTAKABAYASHI

IintendtoanalyzeinthispapertheactivitiesoftheOphthalmicRehabilitationClinicat

JuntendoUniversityinordertoclarifyhowsocialwelfareisincorporatedwithmedical

careinrehabilitation.Thepatientswhofeellittlehopeofrecoveryoftensufferagreat

senseofemptinessuntilthey6nallymanagetorehabilitatethemselvesinsociety・The

clinicwasfoundedfortheminl964insidetheDepartmentofOphthalmology,Juntendo

University.TheDepartmenthasbeenprovidingconsultationwiththevisuallyhan-

dicapped・Theprogramconsistsofcounseling,educationalguidance,dailytraining,etc.It

isquiteremarkablethattherehabilitationprogram,inadditiontothemedicalexamina-

tion,hasbeenintroducedtotheoutpatientswhohavevisualhandicaps.


